








はじめに 

 乳幼児健診は、一次健診で把握された児を確実に早期発見し、それを早期治療に結び付

ける事後措置の裏打ちがあって、初めて意味をなすものである。しかし、現実には事後措

置に手がまわらないという状況と、地域格差の存在が予想される。今回、我々は母子保健

システムの検討を行っているが、この研究では、特に事後措置体制を確立することを目的

とし、まず現状の把握と問題点の発見を行ない、地域に応じた提言をし、今後の事業展開

へつなげようとするものである。 


